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近年の地震学的観測から、660 km 地震波
速度不連続⾯直下に低地震波速度領域の存
在が明らかにされており（Schmandt et al. 
2014）、⾼圧含⽔鉱物の脱⽔溶融の可能性が
指摘されている。ではこの領域で含⽔マグマ
が存在するとすれば、その含⽔量はどの程度
になるであろうか。本研究ではこの疑問に答
えるべく、下部マントル最上部条件下で⽣成
されるマグマ中の含⽔量を実験的に明らか
にした。 
 ⾼温⾼圧実験は愛媛⼤学GRC及び広島⼤
学超⾼圧研究室設置の川井型⾼圧発⽣装置
（ORANGE-3000及びMAPLE-600）を使⽤し
て⾏った。下部マントル最上部条件を再現す
るため圧⼒は25 GPaに固定、温度は1200〜
1700℃の範囲で実験を⾏った。出発物質には
pyrolite組成に⽔を加えたものを採⽤し、SiO2、
Al2O3、Fe2SiO4、CaSiO3、MgO、Mg(OH)2の混
合粉末を⽤いた。試料の含⽔量は8.3 wt%と
14.8 wt%の2種類を⽤意した。分析には、
EPMAを⽤いてマグマ及び共存する各固相
の化学組成を明らかにした(ただしH2Oは除
く)。そしてその分析結果から、マスバランス
計算により溶融度及びマグマ中の含⽔量を
算出した。 

 図 1 に求められた溶融度から⾒積もった
マグマ中の含⽔量、すなわち含⽔リキダスラ
インを⽰す。例えば下部マントル最上部の温
度を 1650℃とすると、マグマ中の含⽔量は約
23 wt%と推定できる Sakamaki(2017)ではマ
グマの密度の⽴場から、この領域で重⼒的に
安定であるためには含⽔量が 8 wt%以下で
あるべきと報告している。したがってこの領
域で含⽔マグマが重⼒的に安定に存在する
ことは困難であると考えられる。 
 

Fig 1: Hydrous liquidus line in pyrolite-H2O pseudo-
binary system at 25GPa 

Key words: Water content in magma, Phase diagram, Uppermost lower mantle 
Corresponding author: m214267@hiroshima-u.ac.jp 

R3P-07 一般社団法人日本鉱物科学会2021年年会・総会

@Japan Association of Mineralogical Sciences. - R3P-07 -

 R3P-07 一般社団法人日本鉱物科学会2021年年会・総会


